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取 組 の 背 景
活性化事業の主体が不在　

高田本山（専修寺）を中心に町の四方を環濠が取
り巻く寺内町であり、津市を代表する観光資源を有
するが、商店街では個店の魅力づくりだけでなく、
古い和の町としての魅力の PR が不足していること
や観光客の取り込みができていないことが課題とな
っていた。

平成 24 年度に地域住民ニーズ調査を実施し、高
齢者から惣菜販売店や食品の宅配を求める声がある
ことが明らかになるとともに、高齢者のみでなく若
者が夜に気軽に集うことができ、交流イベントなど
も実施できるコミュニティ機能を持つ場が求められ
ていることを把握した。

こうしたニーズに応える地域の事業主体が不在で
あることに加え、法事などに利用されていた高田会
館のリニューアルおよび運営を担う組織の解散が決
定されたことから、それらの運用主体のあり方など
について検討会を立ち上げ議論を続けていった。

取 組 の 内 容
「（株）あかり屋」を中心に事業を拡大

観光客や地元客の利便性、高田会館を核とした商
店街への回遊性を高めるための事業主体として、商
店街の店主 28 名が出資しあって「（株）あかり屋」
が設立された。

（株）あかり屋では、同会館で商店街の商品を販売
するアンテナショップ、和食レストランの運営に加
え、平成 25 年度には地域のコミュニティ機能再生
を目的として惣菜飲食店「ぼんぼり」をオープン。
近所の高齢者は、惣菜を買って持ち帰ることもでき
るほか、夜は若者が人生相談もできる坊主バーも定
期的に開催し、高田本山の僧が中心となって老若男
女が集う場となっている。

商店街では、一身田の古い和の町の魅力を PR す
る取組の一つとして「一身田しあわせ和婚」を、クラ
ウドファンディングにより資金を集めて実施してお
り、話題作りとしての効果も出ている。結婚式を行っ
た後、町内を馬車に乗ってパレードを行い、雅楽の
演奏など町民総出で結婚をお祝いする行事である。

さらに、平成 25 ～ 26 年で（株）全国商店街支援
センターの「繁盛店づくり支援事業」を活用し、商
店街内の 12 店舗が参加し、個店の魅力向上ととも
に、店主同士や地域と商店街との連携体制を強め、
商店街内の売上の向上につなげている。

「一身田しあわせ和婚」の様子

基本データ 商店街概要

一身田商店街は環濠に囲まれた、歴史的町並みが残る商店
街である。当地区は平成 28 年、津市の景観計画に基づく「重
点地区」の第 1 号指定を受け、建築物の新・改築や色彩な
どに対し景観保護がなされている。一身田地域には約5,800
世帯で約 1 万 3,500 人が住んでおり、商店街には仏壇店や
和装・洋装店をはじめ、和・洋菓子店や飲食店、生活雑貨店
など買回り品を中心とした様々な商店が立地し、市内の高齢
者を始めとした地域住民のニーズに応えている。空き店舗、
郊外への顧客流出など取り巻く環境は厳しいものの、地域コ
ミュニティの創出や産学連携による魅力ある商品開発などの
事業にも積極的に取り組み、活性化に努めている。

所 在 地 三重県津市一身田町
人 口 約 28 万人（津市）
電 話 059-232-2366
U R L http://mieken-navi.jp/ishinden/
会 員 数 67 名
店 舗 数 67 店舗（小売業 37 店、飲食業 7 店、サー

ビス業 10 店、金融業 2 店、不動産業 1 店、
その他 10 店）

商店街の類型 近隣型商店街
主 な 客 層 高齢者、家族連れ（親子）/70 歳代以上、

60 歳代

商店街の店主 28 名が出資しあって、地域ニーズに応える事業会社
「（株）あかり屋」を設立、個店の魅力アップに取り組む。
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繁盛店づくり支援事業やトライアル実
行支援事業では、大学や銀行など様々な
主体と連携して実施したことで、地域み
んなで一身田のまちなかを考えるという
体制を築けたことが大きな成果でした。
今後は、既存の店舗や空き店舗所有者と
の話し合いによって、若い経営者が出店
できる環境を整えていくといった新陳代
謝が必要だと考えています。高田本山と
商店街がともに協力し合い、より一身田
の魅力を伝えられるようにしていきたい
ですね。

「商店街内に飲食店が欲しい」という
地域アンケート調査の結果と、高田会館
改装後の運営者がいないという事態を受
け、商店街の若手を中心とした出資で施
設の運営を担う「（株）あかり屋」が設立
しました。現在も、「ぼんぼり」と高田
会館には、多くのお客さんが来てくれて
います。ただ、商店街の通りにもっと人
が歩いてもらうようにするには、キーと
なる店舗の整備だけでなく、各個店の魅
力アップが必要であると考え、各事業に
チャレンジしてきました。

さらなる一身田の魅力向上へ！若手が立ち上がっての新しい取組

また、平成 27 年度には同社の「トライアル実行
支援事業」を活用し、一身田の来訪者に推奨したい
商品を地域ブランド「一身田印」として認定し PR
することで、一身田商店街と商品のブランド化によ
る知名度向上と来街者の増加を目指している。その
際、大学と商店街が連携し、「一身田印認定協議会」
を設立。「寺・女子・町」をキーワードに様々な取
組を実施している。具体的には、高田本山境内に咲
く「蓮」をモチーフとしたスイーツの開発および包
装のデザインを行い、地域のイベントで提供するな
ど販路開拓を実施している。現在は、スイーツを中
心に商店街の個店による 24 商品が「一身田印」と
して認定を受けており、一部の商品は高田会館でも
販売している。販売に当たって、売上データの分析
や販売方法の検討など売上向上による生産性向上に
向けた取組が展開されている。

取 組 の 成 果
「蓮」スイーツやロゴマーク公募でアピール 

「手作り惣菜の店 ぼんぼり」は適量で家庭的な味
を求める人に人気を博しており、一日平均 150 ～
200 人の来店がある。

また、「繁盛店づくり支援事業」を受け、店舗のディ
スプレイの変更や動線の確保、新たな POP の取り
付けなど魅力ある店舗が増加した。さらに、事業を
通じて店舗間のコラボレーションが進み、和菓子店
と醤油醸造業者の連携による新商品が開発された。

「一身田印」については、ロゴマークを全国公募し、
高田本山と蓮の花をイメージしたロゴマークを 
平成 27 年 11 月に決定。認定された商品は「お七
夜さん」を始めとした高田本山の行事などでも販売
され、知名度も増している。

実 施 体 制

商店街では、若手への世代交代が順調に進められ
ているとともに、国や（株）全国商店街支援センター
の事業に若手世代が主導的に取り組んでいる。
「（株）あかり屋」については、惣菜飲食店「ぼん

ぼり」を経営するとともに寺院に隣接する宿泊・食
事・ホールの施設を備えた高田会館の運営を引き続
き行っていく。また、「一身田印」認定商品を販売
するなど商店街とともに町を活性化させる方策を練
っている。

さらに、クラウドファンディングを活用してイベ
ントを開催し、出資者への返礼品として一身田の特
産品を送付し地域の PR を行うなど補助に頼らない
自立運営を目指している。

地域ブランド「一身田印」の発展については、今
後も「寺・女子・町」をキーワードに、大学・高田
本山のほか、金融機関、自治会、婦人会との連携に
よる「一身田印認定協議会」において、新商品開発
や新規認定商品について検討を重ねていく予定だ。

「一身田印」認定商品 「一身田印認定協議会」

専修寺前に位置する「ぼんぼり」


